
令和８年度博物館実習の受入れ要項 

 

１ 実習期間（予定） 

令和８年８月中旬頃に５日間行う。 

 

２ 実習費用 

実習生一人につき 3,000円。（受入れ決定後、納入していただきます。） 

 

３ 実習内容 

博物館の事業（展示、資料の収集保管、調査研究、教育普及）や庶務などの実務実習を行います。 

 

４ 対象 

次の条件を満たす学生とし、原則として、在仙の大学に在籍する学生もしくは仙台市出身の学生とします。 

(１)  原則として、歴史（日本史）・美術・生涯学習系の学生であること。 

(２) 大学に在学中で、博物館に関する科目の単位を取得済み、または履修中であること。 

(３) 当館での実習受講を希望し、かつ大学の推薦があること。 

(４) 大学において十分な事前指導を受けており、当館が定める「博物館実習の心得」を守ること。 

 

５ 受入れ人数 

10名程度 

※申込総数が定員を超える場合は，①大学所在地、②実習生の実家等の所在地、➂大学での専攻等を鑑みて、選考い

たします。 

 

６ 受入れの手続き 

大学の教務課等担当課を通じた申請のみとします。 

 

７ 受付期間 

令和８年４月１日（水）～４月 30日（木） 

 

８ 受入れ通知 

定員内の実習生を選考し、令和８年５月末頃に各大学宛に文書で通知する。 

 

９ その他 

・実習スケジュール等の詳細は、受入れ通知時に合わせて連絡する。 

・在仙外の大学に所属し、当館にて実習を希望する方は、２月～３月中旬までにご連絡ください。その後の手続きにつ

いて、説明いたします。 

 

問合せ・申込先 

仙台市博物館 

〒980-0862 仙台市青葉区川内２６番地 

学芸普及室  相原 裕起子 

電話（022）225-3074  F ax（022）262-7947 


